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(57)【要約】
　幾つかの実施形態は、中空ボディを有するゴルフクラ
ブヘッドを含み、中空ボディは、打撃フェースを有する
フロント部と、ヒール部と、ヒール部の反対のトウ部と
、ソールと、リアと、クラウン部と、フロント部とクラ
ウン部との間に延び、内面及び外面を有するチャンファ
と、を備え、チャンファは、クラウン部のヒンジ点を画
定する。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中空ボディを備え、
　前記中空ボディは、
　　打撃フェースを有するフロント部と、
　　ヒール部と、
　　前記ヒール部の反対側のトウ部と、
　　ソール部と、
　　リア部と、
　　クラウン部と、
　　前記フロント部と前記クラウン部との間に延び、内面及び外面を有するチャンファと
、を備え、前記チャンファは、前記クラウン部のヒンジ点を画定する、ゴルフクラブヘッ
ド。
【請求項２】
　前記ゴルフクラブヘッドは、ドライバであり、前記チャンファは、
　約０．７５インチ乃至約４．５０インチの幅と、
　約０．１５インチ乃至約０．２５インチの長さと、
　約０．０９５インチ乃至約０．１５０インチの最大厚さと、を有し、
　前記最大厚さは、前記チャンファの内面と外面との間で測定される、請求項１に記載の
ゴルフクラブヘッド。
【請求項３】
　前記ゴルフクラブヘッドは、フェアウェイウッドであり、前記チャンファは、
　約０．７５インチ乃至約３．５０インチの幅と、
　約０．０５インチ乃至約０．２５インチの長さと、
　約０．０２５インチ乃至約０．０７０インチの最大厚さと、を有し、前記最大厚さは、
前記チャンファの内面と外面との間で測定される、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド
。
【請求項４】
　前記チャンファに隣接する部分で測定される前記クラウンの厚さに対する前記最大厚さ
の比率は、約１．１５乃至３．００である、請求項２に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項５】
　前記チャンファに隣接する部分で測定される前記クラウンの厚さに対する前記最大厚さ
の比率は、約１．１５乃至４．００である、請求項３に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項６】
　前記打撃フェースは、ロフト面を画定し、前記ヒンジ点は、前記ロフト面に垂直な方向
に少なくとも約０．１６インチだけ前記ロフト面から離間されている、請求項１に記載の
ゴルフクラブヘッド。
【請求項７】
　前記チャンファは、前記チャンファの前記内面に接する平面を画定し、前記チャンファ
面と前記ロフト面との間の角度は、約４５°である、請求項１に記載のゴルフクラブヘッ
ド。
【請求項８】
　前記チャンファは、ゴルフボールの１００乃至４００ｒｐｍのスピン低減を提供する、
請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項９】
　前記打撃フェースの表面粗さは、１１０Ｒａ乃至１９０Ｒａである、請求項１に記載の
ゴルフクラブヘッド。
【請求項１０】
　中空ボディヘッドであって、
　　打撃フェースを有するフロント部と、
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　　ヒール部と、
　　前記ヒール部の反対側のトウ部と、
　　ソール部と、
　　リア部と、
　　クラウン部と、
　　前記フロント部と前記クラウン部との間に延び、内面と外面とを有し、前記クラウン
部のヒンジ点を画定するチャンファと、を備える前記中空ボディヘッドと、
　前記中空ボディヘッドに連結されているシャフトと、を備えるゴルフクラブ。
【請求項１１】
　前記ゴルフクラブは、ドライバであり、前記チャンファは、
　約０．７５インチ乃至約４．５０インチの幅と、
　約０．１５インチ乃至約０．２５インチの長さと、
　約０．０９５インチ乃至約０．１５０インチの最大厚さと、を有し、
　前記最大厚さは、前記チャンファの内面と外面との間で測定される、請求項１０に記載
のゴルフクラブ。
【請求項１２】
　前記ゴルフクラブは、フェアウェイウッドであり、前記チャンファは、
　約０．７５インチ乃至約３．５０インチの幅と、
　約０．０５インチ乃至約０．２５インチの長さと、
　約０．０２５インチ乃至約０．０７０インチの最大厚さと、を有し、
　前記最大厚さは、前記チャンファの内面と外面との間で測定される、請求項１０に記載
のゴルフクラブ。
【請求項１３】
　前記チャンファに隣接する部分で測定される前記クラウンの厚さに対する前記最大厚さ
の比率は、約１．１５乃至３．００である、請求項１１に記載のゴルフクラブ。
【請求項１４】
　前記チャンファに隣接する部分で測定される前記クラウンの厚さに対する前記最大厚さ
の比率は、約１．１５乃至４．００である、請求項１２に記載のゴルフクラブ。
【請求項１５】
　前記打撃フェースは、ロフト面を画定し、前記ヒンジ点は、垂直方向に少なくとも約０
．１６インチだけ前記ロフト面から離間されている、請求項１０に記載のゴルフクラブ。
【請求項１６】
　前記チャンファは、前記チャンファの前記内面に接する平面を画定し、前記チャンファ
面と前記ロフト面との間の角度は、約４５°である、請求項１０に記載のゴルフクラブ。
【請求項１７】
　前記チャンファがないクラブヘッドに比べて、インパクト時のゴルフボールのスピンが
２００乃至４００ｒｐｍ低減される、請求項１０に記載のゴルフクラブ。
【請求項１８】
　前記打撃フェースの表面粗さは、１１０Ｒａ乃至１９０Ｒａである、請求項１０に記載
のゴルフクラブ。
【請求項１９】
　ゴルフクラブヘッドを製造する方法であって、
　ボディを準備する工程であって、前記ボディは、
　　打撃フェースを有するフロント部と、
　　ヒール部と、
　　前記ヒール部の反対側のトウ部と、
　　ソール部と、
　　リア部と、
　　クラウン部と、
　前記フロント部と前記クラウン部との間に延び、内面及び外面を有するチャンファと、
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を備え、前記チャンファは、前記クラウン部のヒンジ点を画定する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願との相互参照
　本出願は、２０１５年１月２３日に出願された米国仮特許出願第６２／１０７，２６９
号の優先権を主張するものであり、この全内容は、参照により本明細書に援用される。
技術分野
【０００２】
　本開示は、包括的には、スポーツ用具に関し、詳しくは、ゴルフクラブヘッドに関する
。
【背景技術】
【０００３】
　ゴルフクラブヘッドは、ボールスピン及び飛距離等の性能特性を最適化するように設計
されている。低ロフトクラブ（例えば、ドライバ、フェアウェイウッド、ハイブリッド等
の中空ボディクラブヘッド）では、ボールを空中に保持するのに十分なリフトを発生させ
るためには、一定量のバックスピンが必要であるが、バックスピンが大きすぎると、全体
の飛距離に悪影響が生じることがある。例えば、同一のクラブで打たれたバックスピンの
量が異なる２つのボール飛行を比較すると、バックスピンが大きすぎるボールは、より高
い頂点に向かってより急速に上方に曲がり、これに続いて、バックスピンが比較的小さい
（より最適な）ボールのボール飛行よりも急峻に（より鋭い降下角度で）落下する。した
がって、バックスピンが大きすぎるボールは、飛距離が短くなる。ゴルフクラブは、様々
な周知の設計を有しているが、飛距離を最大にするために、より低ロフトのゴルフクラブ
においてゴルフボールスピン又はスピン率を更に低減する必要がある。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１】本発明の一実施形態によるゴルフクラブヘッドの正面図である。
【０００５】
【図１Ａ】図１のゴルフクラブヘッドの上面図である。
【０００６】
【図２】図１のゴルフクラブヘッドの底面図である。
【０００７】
【図３】図１のIII-III線に沿ったゴルフクラブヘッドの側断面図である。
【０００８】
【図３Ａ】図３の拡大図である。
【０００９】
【図４】リア部を取り外した図１のゴルフクラブヘッドを示す。
【００１０】
【図５】図１のゴルフクラブヘッドの一部の有限要素解析を示す。
【００１１】
【図５Ａ】従来のゴルフクラブヘッドの一部の有限要素解析を示す。
【００１２】
【図５Ｂ】図５の外接部分の詳細図である。
【００１３】
【図５Ｃ】図５Ａの外接部分の詳細図である。
【００１４】
【図６】本開示の他の実施形態によるゴルフクラブヘッドの一部の第１の位置における有
限要素解析を示す。
【００１５】
【図６Ａ】従来のゴルフクラブヘッドの一部の第１の位置おける有限要素解析を示す。
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【００１６】
【図７】図６のゴルフクラブヘッドの一部の第２の位置における有限要素解析を示す。
【００１７】
【図７Ａ】図６Ａのゴルフクラブヘッドの一部の第２の位置における有限要素解析を示す
。
【００１８】
【図８】本開示の他の実施形態によるゴルフクラブヘッドの上面図である。
【００１９】
【図９】図９のゴルフクラブヘッドの底面図である。
【００２０】
【図１０】ソール部を除去した図８のゴルフクラブヘッドの底面図である。
【００２１】
【図１１】図８のゴルフクラブヘッドの背面図である。
【００２２】
【図１２】一実施形態によるタービュレータの概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本開示の他の側面は、詳細な説明及び添付の図面を考慮することによって明らかとなる
。
【００２４】
　説明を簡潔かつ明瞭にするために、図面は、構造を包括的に示しており、本開示を不必
要に不明瞭にすることを避けるために、周知の特徴及び技術については、説明及び詳細を
省略する場合がある。更に、図面の要素は、必ずしも実際の縮尺を反映していない。例え
ば、図面の幾つかの要素の寸法は、本発明の実施形態を明瞭にするために、他の要素に対
して誇張して示している場合がある。異なる図面における同じ参照符号は、同じ要素を示
す。
【実施例】
【００２５】
　一実施形態は、打撃フェースを有するフロント部と、クラウン部と、フロント部とクラ
ウン部との間に延びるチャンファ（chamfer）を有する中空ボディを備えるゴルフクラブ
ヘッドを備え、チャンファは、クラウン部のヒンジ点を画定する。チャンファは平面を画
定し、チャンファ面とロフト面との間の角度は、約４５度とすることができる。チャンフ
ァは、ヒンジ点をクラブヘッドのリア部にシフトさせ、チャンファのない同様のクラブヘ
ッドと比較して、ゴルフボールとの打撃時のクラブヘッドのクラウン部と打撃フェースと
の曲がりを大きくすることができる。クラウン及び打撃フェースの曲がりが大きくなると
、ゴルフボールに伝えられるエネルギが大きくなり及び／又はゴルフボールのスピンが低
減され、この結果、飛距離を長くすることができる。
【００２６】
　明細書及び特許請求の範囲における「第１」、「第２」、「第３」、及び「第４」等の
用語は、類似の要素を区別するために使用しており、必ずしも特定の順序又は時系列を示
すものではない。このように使用される用語は、適切な状況下で交換可能であり、例えば
、本明細書に記載する実施形態は、本明細書に図示し又は他の手法で記載している順序以
外の順序で実行してもよい。更に、「含む」、「有する」及びこの活用形は、非排他的な
包含を意図しており、要素のリストを備えるプロセス、方法、システム、物品、装置、又
は機器は、必ずしもこれらの要素に限定されるものではなく、明示的に列挙されていない
要素又はこのようなプロセス、方法、システム、物品、装置、又は機器に固有の他の要素
を含むことができる。
【００２７】
　明細書及び特許請求の範囲における「左」、「右」、「前」、「後」、「頂部」、「底
部」、「上」、「下」等の用語は、説明を目的とし、必ずしも恒久的な相対位置を記述す
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るものではない。これらの用語は、適切な状況下で交換可能であり、本明細書に記載する
装置、方法、及び／又は物品の実施形態は、例えば、本明細書に例示又は記載した向きと
は異なる向きで動作することができる。
【００２８】
　「接続」、「接続された」、「接続する」、「接続されている」等の用語は、広義に解
釈され、２つ以上の要素が機械的又は他の手法で接続されていることを指す。接続は（機
械的であるか否かを問わず）、任意の期間に亘って、例えば、永久又は半永久的であって
もよく、又は一時的なものであってもよい。
【００２９】
　「接続された」という用語は、「取り外し可能に」、「取り外し可能な」等の用語を伴
っていなくても、その接続が取り外し可能又は取り外し不能の何れかを限定する意図はな
い。
【００３０】
　本明細書では、「一体」という用語の定義は、２つ以上の要素が同じ材料片からなるこ
とを意味する。一方、本明細書では、２つ以上の要素がそれぞれ異なる材料片から構成さ
れる場合、これらを「非一体」とする。
【００３１】
　以下では、本発明の任意の実施形態を詳細に説明するが、本発明は、以下の説明に記載
し又は添付の図面に示す構成及び部品の配置の詳細に限定されるわけではない。本発明の
他の実施形態も可能であり、本発明は、様々な手法で実施又は実現することができる。
【００３２】
　幾つかの実施形態は、ゴルフクラブヘッドを含み、ゴルフクラブヘッドは、打撃フェー
スを有するフロント部と、ヒール部と、ヒール部の反対側のトウ部と、ソール部と、リア
部と、クラウン部と、フロント部とクラウン部との間に延び、内面及び外面を有するチャ
ンファとを有する中空ボディを備え、チャンファは、クラウン部のヒンジ点を画定する。
これらの又はこの他の実施形態では、打撃フェースは、ロフト面を画定し、ヒンジ点は、
ロフト面に垂直な方向に最小約０．１６インチだけロフト面から離間している。更に、こ
れらの又はこの他の実施形態では、チャンファは、チャンファの内面に接する平面を画定
し、チャンファ面とロフト面との間の角度は、約４５度とすることができる。これらの又
はこの他の実施形態では、チャンファは、ゴルフボールのスピンを１００～４００回転毎
分（ｒｐｍ）低減することができる。これらの又はこの他の実施形態では、打撃フェース
は、１００Ｒａ～１９０Ｒａの間の表面粗さを有することができる。
【００３３】
　幾つかの実施形態では、ゴルフクラブヘッドは、チャンファを有し、チャンファは、約
０．７５インチ～約４．５０インチの幅、約０．１５インチ～約０．２５インチの長さ、
及び約０．０９５インチ～約０．１５０インチの最大厚さを有し、最大厚さは、チャンフ
ァの内面と外面との間で測定される。これらの又はこの他の実施形態では、チャンファに
隣接する部分で測定されるクラウンの厚さに対する最大厚さの比は、約１．１５～３．０
０とすることができる。
【００３４】
　幾つかの実施形態では、ゴルフクラブヘッドは、チャンファを有するフェアウェイウッ
ドであり、チャンファは、約０．７５インチ～約３．５０インチの幅、約０．０５インチ
～約０．２５インチの長さ、約０．０２５インチ～約０．０７０インチの最大厚さを有し
、最大厚さは、チャンファの内面と外面との間で測定される。これらの又はこの他の実施
形態では、チャンファに隣接する部分で測定されるクラウンの厚さに対する最大厚さの比
は、約１．１５～４．００とすることができる。
【００３５】
　幾つかの実施形態では、ゴルフクラブヘッドは、ゴルフクラブの一部であってもよく、
このクラブヘッドは、打撃フェースを有するフロント部と、ヒール部と、ヒール部の反対
にあるトウ部と、ソール部と、リア部と、クラウン部と、フロント部及びクラウン部の間
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に延び、内面及び外面を有するチャンファとを備え、チャンファは、クラウン部のヒンジ
点を画定する。これらの又はこの他の実施形態では、打撃フェースは、ロフト面を画定し
、ヒンジ点は、ロフト面に垂直な方向に最小約０．１６インチだけロフト面から離間して
いる。更に、これらの又はこの他の実施形態では、チャンファは、チャンファの内面に接
する平面を画定し、チャンファ面とロフト面との間の角度は、約４５度とすることができ
る。これらの又はこの他の実施形態では、チャンファは、ゴルフボールのスピンを１００
～４００回転毎分（ｒｐｍ）低減することができる。これらの又はこの他の実施形態では
、打撃フェースは、１００Ｒａ～１９０Ｒａの表面粗さを有することができる。
【００３６】
　幾つかの実施形態では、ゴルフクラブは、チャンファを有するクラブヘッドを備えるド
ライバであり、チャンファは、約０．７５インチ～約４．５０インチの幅、約０．１５イ
ンチ～約０．２５インチの長さ、及び約０．０９５インチ～約０．１５０インチの最大厚
さを有し、最大厚さは、チャンファの内面と外面との間で測定される。これらの又はこの
他の実施形態では、チャンファに隣接する部分で測定されるクラウンの厚さに対する最大
厚さの比は、約１．１５～３．００とすることができる。
【００３７】
　幾つかの実施形態では、ゴルフクラブは、チャンファを有するクラブヘッドを備えるフ
ェアウェイウッドであり、チャンファは、約０．７５インチ～約３．５０インチの幅、約
０．０５インチ～約０．２５インチの長さ、約０．０２５インチ～約０．０７０インチの
最大厚さを有し、最大厚さは、チャンファの内面と外面との間で測定される。これらの又
はこの他の実施形態では、チャンファに隣接する部分で測定されるクラウンの厚さに対す
る最大厚さの比は、約１．１５～４．００とすることができる。
【００３８】
　幾つかの実施形態は、ゴルフクラブヘッドを製造する方法を含み、この方法は、ボディ
を準備することを含み、ボディは、打撃フェースを有するフロント部と、ヒール部と、ヒ
ール部の反対にあるトウ部と、ソール部と、リア部と、クラウン部と、フロント部とクラ
ウン部との間に延び、クラウン部のヒンジ点を画定するチャンファとを備える。
【００３９】
　図１～図５は、ゴルフクラブヘッド１０を示し、これは、如何なるタイプの中空ボディ
ゴルフクラブヘッドであってもよく、例えば、ウッドタイプのゴルフクラブヘッド（フェ
アウェイウッドタイプのゴルフクラブヘッド）、ドライバタイプのゴルフクラブヘッド、
又はハイブリッドタイプのゴルフクラブヘッド等であってもよい。また、図１及び図３は
、ゴルフクラブヘッド１０を地面１２に対するアドレス位置で示している。ゴルフクラブ
ヘッド１０は、打撃フェース２６、フロント部３０、クラウン部３４、ソール部３８、ヒ
ール部４２、トウ部４６、及びリア部５０を有するボディ１４を含む。フロント部３０は
、打撃フェース２６を含む。リア部５０は、ヒール部４２とトウ部４６との間で少なくと
も部分的に延びる後縁５２を含む。後縁５２とソール部３４との間には、スカート部５４
が延びている。図３は、図１のIII-III線に沿ったフェース部１８側のゴルフクラブヘッ
ド１０の側断面図を示している。図２は、ゴルフクラブヘッド１０の平面図を示している
。ボディ１４及び打撃フェース２６は、例えば、溶接加工によって結合された個別の材料
片であってもよく、一体部品として形成してもよい。
【００４０】
　図１に示すように、打撃フェース２６は、中心点７０と、外周７４と、フェース高さ７
８とを有する。１つの構成では、中心点７０は、外周７４の幾何学的中心点及びフェース
高さ７８の中点に位置する。同一又は他の構成では、中心点７０は、設計されたインパク
トゾーン８２に対して中心合わせしてもよく、インパクトゾーン８２は、打撃フェース２
６上の溝８６の領域によって画定してもよい。なお、中心点７０は、クラブヘッド１０の
中心を表していてもよく、これを表していなくてもよい。他の構成では、中心点７０は、
ゴルフ運営体、例えば、全米ゴルフ協会（United States Golf Association：ＵＳＧＡ）
等の定義に従って配置してもよい。例えば、中心点７０は、ＵＳＧＡのゴルフクラブヘッ
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ド柔軟性測定手順（USGA-TPX3004、Rev.1.0.0、２００８年５月１日）（http://www.usga
.org/equipment/testing/protocols/ Procedure-For-Measuring-The-
Flexibility-Of-A-Golf-Club-Head/）（"Flexibility Procedure"）セクション６．１に
従って決定することができる。
【００４１】
　図１及び図３に示すように、ゴルフクラブヘッド１０は、少なくとも打撃フェース２６
の中心点７０に接するロフト面１００（図３）を有する。ロフト面１００は、地面１２に
対して角度βを形成し、地面１２に垂直な軸１０２に対して角度εを形成するように方向
付けられている。フェース高さ７８は、打撃フェース２６の第１の端部１０４と打撃フェ
ース２６の第２の端部１０８との間で、ロフト面１００と平行に測定することができる。
フェース高さ７８は、クラブの種類によって異なる。例えば、フェアウェイウッドのフェ
ース高さ７８は、約３５ミリメートル（ｍｍ）であってもよく、ドライバのフェース高さ
７８は、約５０ｍｍであってもよい。更なる又はこれに代わるフェアウェイウッドのフェ
ース高さ７８は、本例又は他の例では２５～５０ｍｍの範囲であってもよく、更なる又は
これに代わるドライバのフェース高さ７８は、他の例では４０～８０ｍｍの範囲であって
もよい。更なる又はこれに代わる構造では、フェース高さ７８を画定する少なくとも第１
の端部１０４及び第２の端部１０８を含む打撃フェース２６の外周７４は、ここに開示す
る構成に代わる構成を含んでいてもよい。
【００４２】
　引き続き図１を参照して説明すると、ゴルフクラブヘッド１０のボディ１４は、ホーゼ
ル１２０を備える。ホーゼル１２０は、ホーゼル１２０の穴の中心に沿って延びるホーゼ
ル軸１２４を有する。この例では、ゴルフクラブヘッド１０のホーゼル連結機構は、ホー
ゼル１２０とシャフトスリーブ（図示せず）とを備え、シャフトスリーブは、ゴルフシャ
フト（図示せず）の一端に連結することができる。シャフトスリーブは、複数の構成でホ
ーゼル１２０と連結することができ、これによって、ホーゼル軸１２４に対して複数の角
度でゴルフシャフトをホーゼル１２０に固定することができる。なお、軸がホーゼル１２
０に調節不能に固定される他の例もあり得る。図に示す実施形態では、ホーゼル軸１２４
は、ゴルフクラブヘッド１０の正面に関して地面１２と角度αを形成する（図１）。図に
示す角度αは、約６０度であるが、他の構造では、角度αは、約４０～８０度（例えば、
約４０度、約４５度、約５０度、約５５度、約６０度、約６５度、約７０度、約７５度、
又は約８０度等）であってもよい。
【００４３】
　また、図２及び図３に示すように、ゴルフクラブヘッド１０は、錘１５４を有する錘ア
センブリ１５０を含み、錘１５４は、取り外し可能であってもよく、打撃フェース２６に
対して整列させることができるクロックグリッド１６０に対して位置決めしてもよい。例
えば、クロックグリッド１６０は、それぞれ時計の１時間に対応する放射状の線を備える
。放射状の各線は、クロックグリッド中心点１６４を通過する。図に示すように、クロッ
クグリッド１６０は、１２時の線２００、１時の線２０４、２時の線２０８、３時の線２
１２、４時の線２１６、５時の線２２０、６時の線２２４、７時の線２２８、８時の線２
３２、９時の線２３６、１０時の線２４０、及び１１時の線２４４を含む。本実施形態で
は、図２に示すように、１２時の線２００は、底面から見て、打撃フェース２６の中心点
７０と位置合わせされている。１２時の線２００は、ロフト面１００（図２～図３）と地
面１２（図１～図３）との交差によって画定される前面交差線２５０と直交している。ク
ロックグリッド１６０は、１２時の線２００に沿って、フロント部３０の前端とリア部５
０の後端との中間点に中心合わせすることができる。図２に示すように、３時の線２１２
は、ヒール部４２に向かって延び、９時の線２３６は、トウ部４６に向かって延びている
。同じ又は他の例では、クロックグリッドの中心点１６４は、ゴルフクラブヘッド１０の
幾何学的中心点の近くに中心合わせしてもよい。
【００４４】
　錘アセンブリ１５０は、本実施形態ではリア部５０の側に配置され、クロックグリッド
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１６０の４時の線２１６と８時の線２３２との間に少なくとも部分的に限定された外周２
６０を含み、錘１５４の中心２６４は、５時の線２２０と７時の線２２８との間に位置す
る。このような例では、外周２６０は、４時の線２１６と８時の線２３２との間に完全に
限定されている。本例では、外周２６０は、ゴルフクラブヘッド１０の外部で画定されて
いるが、他の例として、錘の外周は、ゴルフクラブヘッド１０の内部に延びていてもよく
、ゴルフクラブヘッド１０内で画定されていてもよい。幾つかの例では、錘１５０の位置
は、より広い領域に対して定めてもよい。例えば、このような例では、錘アセンブリ１５
０の錘外周２６０は、クロックグリッド１６０の４時の線２１６と９時の線２３６との間
に少なくとも部分的に限定されて、リア部５０側に配置することができ、錘１５４の中心
２６４は、５時の線２２０と８時の線２３２との間に位置させることができる。
【００４５】
　同じ又はこの他の実施形態では、錘アセンブリ１５０を、ヒール部４２に向かって延ば
してもよく、又はヒール部４２に向かってシフトさせてもよい。例えば、錘１５４の外周
２６０及び／又は中心２６４を、４時の線２１６に向かってシフトさせてもよい。
【００４６】
　図３を用いて説明すると、錘１５４の中心２６４は、地面１２と、錘中心２６４及び地
面１２の間に延びる錘中心仰角軸（weight center elevation axis）２６８とに対して位
置決めすることができる。錘中心仰角軸２６８は、ゴルフクラブヘッド１０がアドレス位
置にあるとき、地面１２に直交する。したがって、錘１５４の中心２６４の錘中心高さ２
７２は、錘中心２６４と地面１２との間で、錘中心仰角軸２６４に沿って測定することが
できる。更に、錘１５４の中心２６４の錘中心深さ２７６は、地面１２に平行に、交点２
８０、２８４の間で測定することができる。この例では、交点２８０は、地面１２とフロ
ント面２９０との間の交差によって画定され、フロント面２９０は、打撃フェース２６上
の位置３１０（以下に詳述する）を通って延び、ホーゼル軸１２４（図１）に平行であり
、ゴルフクラブヘッド１０がアドレス位置にあるとき、地面１２に直交する。交点２８４
は、ゴルフクラブヘッド１０がアドレス位置にあるときに、地面１２と錘仰角軸２６８と
の交点によって画定される。
【００４７】
　図３に示すように、ゴルフクラブヘッド１０は、更に、重心（center of gravity：Ｃ
Ｇ）３００、深さ面（depth plane）３０４、及びＣＧ高さ軸３０８を備える。深さ面３
０４は、ＣＧ３００と、打撃フェース中心点７０からオフセットされ、ロフト面１００に
垂直である打撃フェース２６上の位置３１０とを通って延びる。ＣＧ高さ軸３０８は、Ｃ
Ｇ３００を通って延び、交点３１２において深さ面３０４と垂直に交差する。この実施形
態又はこの他の実施形態において、錘１５４の中心２６４は、錘１５４の中心２６４から
ＣＧ３００までの錘距離２８８（図３）が約２５ｍｍ～約１０２ｍｍとなるように配置す
ることができる。
【００４８】
　図３に示すように、平面３１１は、打撃フェース中心点７０を通って延び、ヘッド深さ
面３０４に平行な平面である。ＣＧ３００は、平面３１１の上にＣＧ高さ３２０を備える
。更に、ゴルフクラブヘッド１０に関して、ＣＧ深さ３２４も、ＣＧ３００の位置を特定
する。この例では、ＣＧ高さ３２０は、ＣＧ高さ軸３０８に沿って、ＣＧ３００と平面３
１１との間で測定することができる。ＣＧ深さ３２４は、地面１２に平行に、地面１２と
垂直軸３５０との間の交差によって画定される交点２８０と交点３３２との間で測定する
ことができ、垂直軸３５０は、ＣＧ３００を通って延び、ゴルフクラブヘッド１０がアド
レス位置にあるとき、地面１２に直交する。ＣＧ３００の位置は、また、地面１２に対し
ても位置を特定でき、この場合、ＣＧ３００のＣＧ高さ３５４は、ＣＧ３００と地面１２
との間の垂直軸３５０に沿って測定することができる。
【００４９】
　図３～図５に示すように、ゴルフクラブヘッド１０は、更に、フロント部３０とクラウ
ン部３４との間の少なくとも一部に形成されたチャンファ５００を含む。例えば、図３に
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示すように、チャンファ５００は、打撃フェース２６の第１の端部１０４とクラウン部３
４との間に延びる。チャンファ５００は、外面５０４及び内面５０３を含み、これらの間
が厚さと定義される。厚さは、一様であってもよく、チャンファ５００の長さに沿って変
化してもよい。図３及び図３Ａに示すように、外面５０４と内面５０３との間の厚さは、
フロント部３０とクラウン部３４との間のボディ１４の厚肉部５０５を画定する。チャン
ファ５００は、フロント部３０とクラウン部３４との間に延びる緩傾斜の外面５０４を画
定する。内面５０３は、チャンファ面５０６、すなわちロフト面１００に対して角度θを
形成する平面を画定する。図に示す実施形態における角度θは、約４５度であるが、他の
又は更なる実施形態では、角度θは、約３０度及び６０度の範囲（例えば、約３１度、約
３２度、約３３度、約３４度、約３５度、約３６度、約３７度、約３８度、約３９度、約
４０度、約４１度、約４２度、約４３度、約４４度、約４５度、約４６度、約４７度、約
４８度、約４９度、約５０度、約５１度、約５２度、約５３度、約５４度、約５５度、約
５６度、約５７度、約５８度、又は約５９度）であってもよい。例えば、幾つかの実施形
態では、角度θは、約３０度～４５度、約４５度～６０度、約３０度～４０度、約４０度
～５０度、又は約５０度～６０度であってもよい。
【００５０】
　図５及び５Ａに示すように、チャンファ５００は、フロント部３０とクラウン部３４と
の間のヒンジ点５１０（図５）をリア部５０に向かって、及び打撃フェース２６から離れ
るように移動させる。図５Ｂ及び図５Ｃに示すように、ヒンジ点５１０、５１０’（例え
ば、塑性ヒンジ）は、それぞれ、ロフト面１００、１００’から垂直な方向に測定される
距離Ｄ、Ｄ’によってそれぞれのロフト面１００、１００’から離間している。チャンフ
ァ５００を有するゴルフクラブヘッド１０の距離Ｄは、従来のゴルフクラブヘッド１０’
の距離Ｄ’よりも大きい。図に示す実施形態では、距離Ｄは、約０．１８インチである。
しかしながら、更なる又はこれに代わる実施形態では、距離Ｄは、約０．１０インチ（２
．５４ｍｍ）から約０．５インチ（１２．７ｍｍ）の範囲の最小距離である。例えば、距
離は、約０．１０インチ（２．５４ｍｍ）、約０．１１インチ（２．７９ｍｍ）、約０．
１２インチ（３．０５ｍｍ）、約０．１３インチ（３．３ｍｍ）、約０．１４インチ（３
．５６ｍｍ）、約０．１５インチ（３．８１ｍｍ）、約０．１６インチ（４．０６ｍｍ）
、約０．１７インチ（４．３２ｍｍ）、約０．１８インチ（４．５７ｍｍ）、約０．１９
インチ（４．８３ｍｍ）、約０．２０インチ（５．０８ｍｍ）、約０．２１インチ（５．
３３ｍｍ）、約０．２２インチ（５．５９ｍｍ）、約０．２３インチ（５．８４ｍｍ）、
約０．２４インチ（６．１０ｍｍ）、約０．２５インチ（６．３５ｍｍ）、約０．２６イ
ンチ（６．６０ｍｍ）、約０．２７インチ（６．８６ｍｍ）、約０．２８インチ（７．１
１ｍｍ）、約０．２９インチ（７．３７ｍｍ）、約０．３０インチ（７．６２ｍｍ）、約
０．３１インチ（７．８７ｍｍ）、約０．３２インチ（８．１２ｍｍ）、約０．３３イン
チ（８．３８ｍｍ）、約０．３４インチ（８．６４ｍｍ）、約０．３５インチ（８．８９
ｍｍ）、約０．３６インチ（９．１４ｍｍ）、約０．３７インチ（９．４０ｍｍ）、約０
．３８インチ（９．６５ｍｍ）、約０．３９インチ（９．９１ｍｍ）、約０．４０インチ
（１０．２ｍｍ）、約０．４１インチ（１０．４ｍｍ）、約０．４２インチ（１０．７ｍ
ｍ）、約０．４３インチ（１０．９ｍｍ）、約０．４４インチ（１１．２ｍｍ）、約０．
４５インチ（１１．４ｍｍ）、約０．４６インチ（１１．７ｍｍ）、約０．４７インチ（
１１．９ｍｍ）、約０．４８インチ（１２．２ｍｍ）、約０．４９インチ（１２．４ｍｍ
）、又は約０．５０インチ（１２．７ｍｍ）であってもよい。
【００５１】
　また、図５及び図５Ａは、ゴルフボールを打撃したときのような力の衝撃の間のチャン
ファ５００を有するゴルフクラブヘッド１０とチャンファを有さないゴルフクラブヘッド
５００’と、の有限要素比較を示している。ゴルフクラブヘッド１０と同様に、ゴルフク
ラブヘッド１０’は、フロント部３０’とクラウン部３４’との間に内面５０３’を含む
。内面５０３’は、ロフト面１００’に対して角度θ’を形成するように方向付けられて
いる。角度θ’は、角度θより小さい。
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【００５２】
　図５と図５Ａとの比較から分かるように、衝撃から生じる応力は、ゴルフクラブヘッド
１０のヒンジ点５１０の領域に集中するように再分布する。比較すると、クラブヘッド１
０のヒンジ点５１０における応力は、ゴルフクラブヘッド５００’のフロント部３０’と
クラウン部３４’との間に形成されるクラブヘッド１０’の同等の領域５１０’よりも著
しく大きい。また、図５は、チャンファ５００が支点５２８を形成することを示している
。支点５２８は、実質的に応力を有さず、これも、クラブヘッド１０の新規な特徴によっ
て提供される応力の分布を示している。
【００５３】
　チャンファ５００は、衝撃時により大きい内部エネルギをゴルフクラブヘッド１０に伝
達し、これにより、ゴルフクラブヘッド１０のより大きい内部エネルギがボールに戻され
る。これは、ヒンジ点５１０に応力をより集中させた効果によって、クラウン部３４の反
り又はピーク曲がり（例えば、５２４の方向への移動）が、ゴルフクラブヘッド５００’
よりも大きくなるためである。クラウン部３４の反りが大きくなると、ソール部３８の反
りに対して、反りが非一様になる効果が生じる。他の言い方をすれば、チャンファ５００
は、ピーク曲がりにおいて「塑性ヒンジ」（例えば、ヒンジ点５１０）として機能し、ゴ
ルフボールとの衝突による変形をより局所化する。チャンファ５００は、クラブの高いＭ
ＯＩを維持したままＣＧ３００からのスピンの影響を分離する。このように、チャンファ
５００は、ボール衝突中の動的な面せん断（dynamic face shearing）及びネットロフト
のために、スピンを低減する。チャンファ５００は、スピン低減ヒンジを提供する。換言
すれば、ここに開示したように、フロント部３０とクラウン部３４との間にチャンファ５
００を追加することにより、フェース応答のタイミングが変化し、１００～４００ｒｐｍ
のスピン低減が実現される。チャンファ５００を導入することにより、ＭＯＩを低下させ
るＣＧ３００の前方移動の必要性をなくすことができる。すなわち、チャンファ５００に
よって、ＣＧ３００をリア部５０に近付けることができ、ＭＯＩを高く維持することがで
き、これにより、最大の寛容性（forgiveness）が提供されると共に、ボールのスピンが
低減される。
【００５４】
　図６及び図６Ａを参照すると、クラブヘッド１０のチャンファ５００は、ヒンジ点５１
０をリア部５０に向かって、及び打撃フェースから離れるように移動させ、これにより、
クラブヘッド１０は、ゴルフボールとの衝突時に、従来のゴルフクラブヘッド１０’より
も大きく外方に反ることができる。クラブヘッド１０の反りを増加させることにより、ゴ
ルフボールとの衝突時の打撃フェース２６の曲がりを増加させることができる。打撃フェ
ース２６の曲がりを増加させると、ゴルフボールに伝達されるエネルギが大きくなり、ボ
ールスピードを高めることができる。更に、打撃フェース２６の曲がりを増加させると、
ゴルフボールのスピンを低減させ、飛距離を伸ばすことができる。図６及び図６Ａは、イ
ンパクト時のクラウン部３４、３４’の反りの違いを示している。また、図６及び図６Ａ
は、図７及び図７Ａに示された反りの比較のための基礎として、クラウン部３４、３４’
のそれぞれの初期形状を示している。
【００５５】
　図に示す実施形態では、チャンファ５００は、打撃フェース２６の外周７４の上に配置
され、その寸法は、クラブヘッドのタイプに応じて変更される。例えば、ヒール部４２か
らトウ部４６の方向に測定されるチャンファ５００の幅Ｗは、フェアウェイウッドの場合
、約０．７５インチ～３．５０インチ（例えば、約１９ｍｍ～９０ｍｍ）であってもよく
、ドライバの場合、約０．７５インチ～４．５０インチ（例えば、約１９ｍｍ～１１５ｍ
ｍ）であってもよい。幾つかの実施形態では、チャンファ５００の幅Ｗは、クラブヘッド
のヒール部４２からトウ部４６まで延びていてもよい。図に示す実施形態では、チャンフ
ァは、幅Ｗに沿って連続的である。他の実施形態では、チャンファは不連続であってもよ
い。例えば、チャンファは、幅Ｗに沿って１つ以上の空隙を含むことができる。
【００５６】



(12) JP 2018-503449 A 2018.2.8

10

20

30

40

50

　また、図３Ａに示すように、チャンファ５００は、フロント部３０とクラウン部３４と
の間で測定される長さＬを有する。長さＬは、幅Ｗと同様に、クラブヘッドのタイプによ
って異なる。例えば、チャンファ５００の長さＬは、フェアウェイウッドの場合、約０．
０５インチ～０．２５インチ（例えば、１．２ｍｍ～７．０ｍｍ）であってもよく、ドラ
イバの場合、約０．１５インチ～０．２５インチ（例えば、約４ｍｍ～７ｍｍ）であって
もよい。１つの構成例では、フェアウェイウッドのチャンファ５００の長さＬは、約０．
１０インチ～０．１５インチ（例えば、約２．５インチ～７ｍｍ）の範囲であり、ドライ
バのチャンファ５００の場合、約０．１８インチ～０．２２インチ（例えば、約４．５ｍ
ｍ～６ｍｍ）である。また、チャンファ５００は、内面５０３から外面５０４までに亘る
最大厚さＴを有する。最大厚さＴは、長さＬ及び幅Ｗと同様に、クラブヘッドのタイプに
よって異なる。例えば、チャンファ５００の最大厚さＴは、フェアウェイウッドの場合、
約０．０２５～０．０７０インチ（例えば、０．６３～１．７８ｍｍ）であってもよく、
ドライバの場合、約０．０９５インチ～０．１５０インチ（例えば、約２．４１ｍｍ～３
．８１ｍｍ）であってもよい。図に示す実施形態では、チャンファ５００は、矩形状の断
面を有しているが、他の実施形態では、断面は、任意の数の辺を有する三角形又は多角形
（例えば、五角形、六角形、八角形等）であってもよい。これに代えて、断面は、半円形
であってもよい。
【００５７】
　多くの実施形態では、チャンファ５００の最大厚さＴと、チャンファ５００に隣接する
部分で測定されるクラウンの厚さ５０２との比は、１．１５を超えることができる。例え
ば、チャンファ５００の最大厚さＴと、チャンファ５００に隣接する部分で測定されるク
ラウンの厚さ５０２との比は、１．１５より大きくてもよいし、１．２０より大きくても
よいし、１．２５より大きくてもよいし、１．３０より大きくてもよいし、又は１．３５
より大きくてもよい。多くの実施形態では、ドライバ型クラブヘッドのチャンファ５００
に隣接する部分で測定されるクラウンの厚さ５０２に対するチャンファ５００の最大厚さ
Ｔの比は、約１．１５～３．００であってもよく、フェアウェイウッドタイプのクラブヘ
ッドのチャンファ５００に隣接する部分で測定されるクラウンの厚さ５０２に対するチャ
ンファ５００の最大厚さＴの比は、約１．１５～４．００の間であってもよい。例えば、
幾つかの実施形態では、チャンファ５００の最大厚さＴと、チャンファ５００に隣接する
部分で測定されるクラウンの厚さ５０２との比は、約１．２５、約１．５０、約１．７５
、約２．００、約２．２５、約２．５０、約２．７５、約３．００、約３．２５、約３．
５０、約３．７５、又は約４．００であってもよい。
【００５８】
　図に示す実施形態では、外面５０４と内面５０３との間のチャンファ５００の厚さは、
チャンファ５００の幅Ｗに沿って実質的に一定である。更に、図に示す実施形態では、チ
ャンファ５００の最大厚さ５０２は、チャンファ５００の幅Ｗに沿って実質的に一定であ
る。他の実施形態では、外面５０４と内面５０３との間のチャンファ５００の厚さは、チ
ャンファ５００の幅Ｗに沿って変化させてもよい。例えば、幾つかの実施形態では、外面
５０４と内面５０３との間のチャンファ５００の厚さは、ヒール部４２の近く及びトウ部
４６の近くからチャンファの中心に向かって増加させてもよい。更に、他の実施形態では
、最大厚さ５０２は、チャンファ５００の幅Ｗに沿って変化させてもよい。例えば、幾つ
かの実施形態では、最大厚さ５０２は、ヒール部４２の近く及びトウ部４６の近くからチ
ャンファの中心に向かって増加させてもよい。これらの又はこの他の実施形態では、最大
厚さ５０２及び／又は外面５０４と内面５０３との間のチャンファ５００の厚さは、チャ
ンファ５００の中心部分からクラブヘッド１０のヒール部４２及びトウ部４６に向かって
傾斜又は減少させてもよい。
【００５９】
　多くの実施形態において、チャンファ５００は、約０．５０ｇ～２．０ｇの質量をクラ
ブヘッド１０に追加する。例えば、図に示す実施形態では、チャンファは、ドライバタイ
プのクラブヘッドに約１．３ｇの質量、及びフェアウェイウッドタイプのクラブヘッドに
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約０．５ｇの質量を追加する。他の実施形態では、チャンファ５００は、約０．５ｇより
大きい、約０．７５ｇより大きい、約１．０ｇより大きい、約１．２５ｇより大きい、又
は約１．５ｇより大きい質量をクラブヘッド１０に追加することができる。
【００６０】
　ここに説明するチャンファ５００は、打撃フェース２６を補強し、これにより、従来の
ゴルフクラブヘッドと比較してクラブヘッド１０の耐久性が向上する。例えば、多くの実
施形態では、チャンファ５００を有するクラブヘッド１０は、チャンファのない従来のク
ラブヘッドよりも多くの衝撃に耐えることができる。
【００６１】
　角度ε（図３に示す）が３５度以下（より好ましくは２０度以下）であるゴルフクラブ
ヘッド１０では、打撃フェース２６に１５０±４０の平均粗さ（Ｒａ）値を与えることに
よって、ボールのスピンを低減させることができる。１５０±４０のＲａ値は、０～１８
０±最適化のＲＡ値を許容するＵＳＧＡが要求する仕様を満たす。上述のロフト角εの範
囲と組み合わされた上述のＲａ値は、ボールの回転毎分（ＲＰＭ）を１Ｒａ単位当たり１
ＲＰＭ低減させる。したがって、打撃フェース２６のＲａ値が１５０であり、角度εが３
５度以下であれば、ボールスピンが１５０ＲＰＭ低減される。
【００６２】
　また、図３及び図５に示すように、ゴルフクラブヘッド１０は、内径遷移部（internal
 radius transition）又はカスケードソール（cascading sole）６００を含むことができ
る。内径遷移部６００は、ゴルフクラブヘッド１０のソールのピーク曲がり及び曲がりが
発生する位置に影響を及ぼすことができる。更に、内径遷移部６００により、クラブヘッ
ド１０のボディのより多くの部分が、ゴルフボールからの衝撃時の曲がりプロセスに関わ
ることができる。図に示す実施形態では、内径遷移部６００は、第１の層６０４、第２の
層６０８、第３の層６１０、第１の層６０４と第２の層６０８との間の第１の層遷移領域
６１４、第２の層６０８と第３の層６１０との間の第２の層遷移領域６１６、及び第３の
層遷移領域６３０を有する。ここに示すように、内側ソールの厚さ６２０は、内径遷移部
６００における隣接する層又は最後の層よりも厚い。打撃フェース２６がゴルフボールと
衝突することによって生じる応力は、最も薄いセクションに主に集中するよりも、層６０
４、６０８、６１０、６１２のそれぞれに付与され、これにより、ゴルフクラブヘッド１
０の信頼性及び耐久性が向上する。幾つかの実施形態では、内径遷移部６００は、内径遷
移部６００の打撃フェース端の反対側に他の塑性ヒンジ６２４を生成し、塑性ヒンジ位置
においてより局所的な変形を促す。また、この構造により、例えば、クラウン部３４及び
／又はソール部３８に、より多くの位置エネルギを蓄積することができる。ソール部３８
及び／又はクラウン部３４におけるソール方向へのクラウンの追加的な反りにより、打撃
フェース２６は、ゴルフボールによる同じ負荷又は衝撃で更に曲がることができる。した
がって、この構造は、クラブヘッド１０の打撃フェース２６に、より多くの応力及び曲が
りを生じさせることができる。
【００６３】
　図３及び図５に示すように、内径遷移部６００は、それぞれ第１、第２及び第３の厚さ
を有する３つの層６０４、６０８、６１０を有する階層状遷移領域である。また、層６０
４、６０８、６１０は、それぞれ第１、第２、第３の勾配を有する。図に示すように、第
１及び第３の層６０４、６１０の第１及び第３の厚さは、打撃フェース２６に近いほど厚
く、それぞれ、層遷移領域６１４、６３０に近いほど薄くなるように形成されている。一
方、第２の勾配は、ほぼゼロである。他の実施形態では、何れか又は全ての厚さが一定で
あってもよく又は傾斜していてもよい。図に示す層遷移領域６１４、６１６、６２０は、
隣接する層６０４、６０８、６１０よりも急な勾配を有する。図に示すように、層遷移領
域６１４、６１６、６２０は、９０度未満の角度で直線的に傾斜して隣接する層６０４、
６０８、６１０から遷移し、或いはこれに代えて、約９０度の段（図示せず）を備えるこ
とができる。
【００６４】
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　また、更なる実施形態では、層の数は、ここに示すものより多くても少なくてもよい。
例えば、１つの層、２つの層、４つの層、５つの層、又は６つの層を設けてもよい。更に
他の実施形態では、ゴルフクラブヘッドは、ゴルフクラブヘッドの外周の周囲に単一の連
続した階層状遷移領域リングを備えることができ、例えば、打撃フェースからクラウン、
トウ領域、ヒール領域、及びソール領域のそれぞれへの階層状遷移領域リングを備えるこ
とができる。他の実施形態では、ゴルフクラブヘッドは、クラウン及び／又はソールのみ
に階層状遷移領域を備える。幾つかの実施形態では、ゴルフクラブヘッドは、トウ領域及
び／又はヒール領域のみに階層状遷移領域を備える。他の例では、階層状遷移領域は、打
撃フェースからスカート部までのみに配置される。他の実施形態では、ゴルフクラブヘッ
ドは、打撃フェースからクラウンのトウ領域、クラウンのヒール領域、ソールのトウ領域
、及び／又はソールのヒール領域への別個の又は独立した階層状遷移領域を含む。
【００６５】
　図３、図４及び図５に示す実施形態では、ゴルフクラブヘッドは、チャンファ５００及
び内径遷移部６００の両方を含む。これらを共に使用すると、クラウン部３４及びソール
部３８の反りが更に大きくなり、これにより、チャンファ５００及び内径遷移部６００に
関して上述した結果が向上する。なお、他の実施形態では、図６及び図７に示すように、
ゴルフクラブヘッドは、チャンファ５００のみを含んでいてもよい。これに代えて、ゴル
フクラブヘッドは、内径遷移部６００の１つを含んでいてもよい。
【００６６】
　図１及び図１Ａに示すように、ゴルフクラブヘッド１０は、クラウン部３４の上に配置
された１つ又は複数のタービュレータ６５０を含んでいてもよい。クラウンタービュレー
タ６５０の隣接する対は、分離されて離間され、隣接する一対のクラウンタービュレータ
６５０の間に空間を画定する。クラウンタービュレータ６５０の各隣接する対の間の空間
は、空間を画定するクラウンタービュレータ６５０の隣接する対のそれぞれの幅よりも実
質的に大きい。図に示す実施形態における各クラウンタービュレータ６５０は、ヒール部
４２とトウ部４６との間に延びて、幅を規定し、フェース部３０とリア部５０との間に延
びて、長さを規定する。タービュレータ６５０の長さは、タービュレータの幅よりも大き
い。
【００６７】
　図１及び図１２に示すように、各タービュレータ６５０は、境界層６５８（図１２）の
内側で、クラウン部３４の表面から高さ６５４だけ上方に突出している（図１及び図１２
）。具体的には、クラウン部３４の表面上の最も高い点を頂部とする。少なくとも１つの
クラウンタービュレータの少なくとも一部は、フェース部４０と頂部との間に配置される
。図１２は、更に、タービュレータ６５０がクラウン部３４を流れる空気の進路を変更し
、境界層６５８内に乱流６６８を発生させる様子を流線６６２によって示している。乱流
は、境界層６５８を付勢してクラウン部３４上の空気流の分離を遅らせ、分離領域をクラ
ウン部３４のリア部５０に向かって移動させる。タービュレータを有するゴルフクラブヘ
ッドの詳細な説明は、参照により本願に援用される「GOLF CLUB HEADS WITH TURBULATORS
 AND METHODS TO MANUFACTURE GOLF CLUB HEADS WITH TURBULATORS」と題された米国特許
第８，６０８，５８７号に開示されている。
【００６８】
　図８～図１１に示すゴルフクラブヘッド７１０は、図１～図５に示すゴルフクラブヘッ
ド１０に類似している。したがって、同様の構造には、同様の参照符号に「７００」を足
した符号を付し、以下では、相違点のみを説明する。図には示していないが、図８～図１
１は、以下で説明する特徴に加えて、チャンファ又は内径遷移又はこの両方を含むことが
できる。
【００６９】
　図１１に示すように、ゴルフクラブヘッド７１０は、打撃フェース７２６から離れた一
に配置されているボディ７１４内のキャビティ１５００を含む。図に示すように、後縁７
５２は、クラウン部７３４とソール部７３８との間に１つ以上のキャビティを含むことが
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できる。図に示す実施形態では、キャビティ１５００は、リア部７５０に隣接する打撃フ
ェース７２６の反対側に配置される。他の実施形態では、キャビティは、クラウン部７３
４とソール部７３８との間で、打撃フェース７２６に対する他の位置に配置してもよい。
換言すれば、図に示す実施形態では、キャビティ１５００は、バックキャビティであるが
、他の実施形態ではサイドキャビティであってもよい。また、幾つかの実施形態では、複
数のキャビティ１５００を配置してもよい。例えば、リア部７５０にトウ側キャビティ及
びヒール側キャビティを設けてもよい。他の例として、クラウン部７３４とソール部７３
８との間に積層された２つ以上のキャビティを配置してもよい。
【００７０】
　流体力学によれば、ゴルフクラブヘッド７１０のような物体が空気を通過するとき、振
動する流れ内に渦が発生する。発生する渦は、物体のサイズ及び形状、すなわち、ゴルフ
クラブヘッド７１０のサイズ及び形状に依存する。多くの実施形態では、キャビティ１５
００は、ゴルフクラブヘッド７１０の背後に生成される渦をより小さい渦に分割し、抗力
を低減するように設計することができる。幾つかの実施形態では、渦をより小さい渦に分
割することにより、ゴルフクラブヘッド７１０の背後に高圧領域を生成することができる
。この高圧領域は、ゴルフクラブヘッド７１０を前方に押し進め、空気力学的設計を強化
することができる。多くの実施形態では、渦を小さくし及び抗力を低減することの正味の
効果は、ゴルフクラブヘッド７１０の速度の増加である。これにより、インパクトの後に
、打撃フェース７２６からゴルフボールをより速い速度で飛ばすことができる。
【００７１】
　ゴルフクラブヘッド７１０がアドレス位置にあるとき、ゴルフクラブヘッド７１０は、
クローズのクラブフェースアングルにあり、例えば、抗力に対して９０度である。クロー
ズのクラブフェースアングル、すなわち抗力に対して９０度では、キャビティ１５００は
、抗力を約６％～約１２％低減することができる。ダウンスイングの間、ゴルフクラブヘ
ッド７１０は、抗力に対して約０度～約８９度のオープンのクラブフェースアングルにあ
る。幾つかの実施形態では、約５０度では、キャビティ１５００は、抗力を約０．１パー
セント～約３パーセント低減することができる。幾つかの実施形態では、ゴルフクラブヘ
ッド７１０の背後の渦発生は、オープンのクラブフェースアングルの場合、トウ部７４６
に向かってシフトされる。これらの実施形態では、オープンのクラブフェースアングルで
の抗力を低減するために、キャビティ１５００をトウ部７４６に向かって延ばすことがで
きる。例えば、キャビティ１５００は、トウ領域７４６に向かって延ばすことができる。
【００７２】
　幾つかの実施形態では、キャビティ１５００は、約１．７５インチ～約８インチの最大
ヘッド－トウ幅を有することができる。幾つかの実施形態では、キャビティ１５００は、
約１．７５インチ～約３．０インチの幅を有することができる。キャビティ１５００は、
約０．１９インチ～約０．２１インチのソール－クラウン高さを有することができる。２
つ以上のキャビティが積層されている場合、キャビティ１５００のそれぞれは、約０．１
９インチ～約０．２１インチの最大高さを有することができる。他の実施形態では、１つ
又は複数のキャビティ１５００は、約０．１９インチ～約０．２１インチまでの合計最大
高さを有することができる。幾つかの実施形態では、キャビティ１５００は、約０．０５
０インチ～約０．２５０インチの最大深さを有することができる。幾つかの実施形態では
、図１のキャビティ１５００は、図１に示されたものとは異なる幅、高さ及び／又は長さ
を有することができる。幾つかの実施形態では、キャビティ１５００の高さを変化させて
もよい。例えば、キャビティ１５００のトウ側のトウ側高さを、キャビティ１５００のヒ
ール側のヒール側高さより高くしてもよい。幾つかの実施形態では、ヒール側高さを、ト
ウ側高さより高くしてもよい。幾つかの実施形態では、キャビティ１５００の高さは、キ
ャビティ１５００の全長に亘って、又はキャビティ１５００の全長のうちの一部のみで変
化させてもよい。他の実施形態では、キャビティ１５００は、キャビティ１５００の中央
で最大の高さを有し、端部において、同じ又は異なるより低い高さを有していてもよい。
幾つかの実施形態では、キャビティ１５００の深さを変化させてもよい。例えば、キャビ
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ティ１５００のトウ側深さをヒール側深さより深くしてもよい。幾つかの実施形態では、
ヒール側深さは、トウ側深さより深くてもよい。他の実施形態では、キャビティ１５００
の全長に亘ってキャビティ１５００の深さを変化させてもよい。他の実施形態では、キャ
ビティ１５００は、中央に最大深さを有し、キャビティ１５００の端部において浅い深さ
を有することができる。
【００７３】
　図１１に示すように、キャビティ１５００は、丸みを帯びた内側輪郭形状を有すること
ができる。他の実施形態では、キャビティ１５００は、例えば、他の内側輪郭形状、例え
ば、三角形又は多角形の内側輪郭形状を有していてもよい。
【００７４】
　図８～図１１に示すように、ゴルフクラブヘッド７１０は、クラウン部７３４に外側リ
ブ１５３０を含む。図に示すリブ１５３０は、後述するように、ゴルフクラブヘッド７０
０と一体に形成されている。具体的には、リブ１５３０は、それぞれがクラウン部７３４
の凹部１５３４の外周を形成する多角形のリブである。凹部１５３４は、リブ１５３０よ
りも薄く形成されたクラウン部７３４の部分である。ヘッドを薄く鋳造し、内面の化学エ
ッチングによって更に重量を軽減することにより、０．０２０インチ未満の寸法が達成さ
れる。凹部もゴルフクラブヘッドの金型に含めることができる。
【００７５】
　ゴルフクラブヘッド７１０の他の特徴は、クラウン部７３４の表面の裏側に付加された
リブ１５４０である。ここでは図示していないが、リブ１５４０をソール部７３８及び／
又はスカート部７４０に追加してもよい。リブ１５４０は、鋳造品質及び補強性能を向上
させる。リブ１５４０は、クラウン部の各凹部１５３４の裏側で、実質的にこの中央に配
置され、鋳造品質を向上させる。したがって、リブ１５４０は、凹部１５３４のセクショ
ンのための補強領域を提供する。また、リブ１５４０は、凹部１５４０の感触、音及び耐
久性を向上させる。更に、リブの寸法は、様々であるが、０．０３０インチ～０．２５０
インチの幅と、０．００５インチ～０．０３０インチの高さとを備える。
【００７６】
　したがって、凹部１５３４は、ゴルフクラブヘッド７３４から材料を取り除き、これに
より重量を軽減し、リブ１５３０は、ゴルフクラブヘッド７３４に必要な構造的安定性を
提供する。図に示す実施形態では、４つの凹部１５３４が存在するが、他の実施形態では
、凹部１５３４の数は、これより多くても少なくてもよい。同様に、４つのリブ１５４０
が背骨状のリブ（spine-like rib）によって接続されている。なお、リブ１５４０は、任
意の適切な構成又は数を有していてもよい。具体的には、ゴルフクラブヘッド７１０は、
様々な非対称又は対称のパターン、形状、及びサイズを有する外側リブ１５３０及び／又
は内側リブ１５４０を有していてもよい。
【００７７】
　外部又は内側リブ１５３０、１５４０の何れか又は両方は、ゴルフクラブヘッド１０が
ボールに衝突したときの音に影響を及ぼす可能性がある。
【００７８】
　ここに説明した特徴の全て又はここに説明した特徴の任意の組み合わせを有するゴルフ
クラブヘッドは、本開示の範囲内である。
【００７９】
　特許請求される要素の置き換えは、再構成に含まれ、改修とはみなされない。更に、特
定の実施形態に関連して、効果、他の利点、及び問題に対する解決策を説明した。これら
の効果、利点、解決策、又は要素が、請求項に明示的に記載されている場合を除き、この
ような効果、利点、及び問題の解決、並びに効果、利点、又は解決を生じる可能性を有し
又はこれらをより顕著にする何れかの又は複数の要素は、特許請求の範囲の何れか又は全
ての不可欠な、必要な、又は本質的な特徴又は要素として解釈されるべきではない。
【００８０】
　ゴルフの規則は、時々変更されることがあるため（例えば、全米ゴルフ協会（United S
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ブ・オブ・セント・アンドリュース（Royal and Ancient Golf Club of St.Andrews：Ｒ
＆Ａ）等のゴルフ標準化組織及び／又は運営組織によって、新しい規則が採択され、古い
規則が廃止されることがあるため）、ここに説明する装置、方法、及び物品に関連するゴ
ルフ用品は、任意の特定の時期のゴルフの規則に準拠していても、準拠していなくてもよ
い。したがって、ここに説明する装置、方法、及び物品に関連するゴルフ用品は、適合又
は不適合のゴルフ用品として広告し、販売目的で陳列し、及び／又は販売することができ
る。ここに説明する装置、方法、及び物品は、これに限定されない。
【００８１】
　上述の例では、ドライバタイプのゴルフクラブを説明した場合もあるが、ここに説明す
る装置、方法、及び物品は、他のタイプのゴルフクラブ、例えば、フェアウェイウッドタ
イプのゴルフクラブ、ハイブリッドタイプのゴルフクラブ、アイアンタイプのゴルフクラ
ブ、ウェッジタイプのゴルフクラブ、又はパタータイプのゴルフクラブ等にも適用できる
。これに代えて、ここに説明する装置、方法、及び物品は、他のタイプのスポーツ用具、
例えば、ホッケースティック、テニスラケット、釣り竿、スキーポール等にも適用できる
。
【００８２】
　更に、ここに説明する実施形態及び限定は、実施形態及び／又は限定が、（１）請求項
において明示的に特許請求されていない場合、及び（２）均等論の下で請求項中の明示的
な要素及び／又は限定の均等物であり、又は潜在的に均等物である場合、公有の原則（do
ctrine of dedication）の下で公に提供されることはない。
【００８３】
　本開示の様々な特徴及び利点は、特許請求の範囲に記載される。

【図１】 【図１Ａ】
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【図２】 【図３】

【図３Ａ】

【図４】

【図５】
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【図５Ａ】

【図５Ｂ】

【図５Ｃ】

【図６】 【図６Ａ】
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【図７】 【図７Ａ】

【図８】 【図９】
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【図１０】

【図１１】

【図１２】

【手続補正書】
【提出日】平成29年9月22日(2017.9.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中空ボディを備え、
　前記中空ボディは、
　　打撃フェースを有するフロント部と、
　　ヒール部と、
　　前記ヒール部の反対側のトウ部と、
　　ソール部と、
　　リア部と、
　　クラウン部と、
　　前記フロント部と前記クラウン部との間に延び、内面及び外面を有するチャンファと
、を備え、前記チャンファは、前記クラウン部のヒンジ点を画定する、ゴルフクラブヘッ
ド。
【請求項２】
　前記ゴルフクラブヘッドは、ドライバであり、前記チャンファは、
　約０．７５インチ乃至約４．５０インチの幅と、
　約０．１５インチ乃至約０．２５インチの長さと、
　約０．０９５インチ乃至約０．１５０インチの最大厚さと、を有し、
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　前記最大厚さは、前記チャンファの内面と外面との間で測定される、請求項１に記載の
ゴルフクラブヘッド。
【請求項３】
　前記ゴルフクラブヘッドは、フェアウェイウッドであり、前記チャンファは、
　約０．７５インチ乃至約３．５０インチの幅と、
　約０．０５インチ乃至約０．２５インチの長さと、
　約０．０２５インチ乃至約０．０７０インチの最大厚さと、を有し、前記最大厚さは、
前記チャンファの内面と外面との間で測定される、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド
。
【請求項４】
　前記チャンファに隣接する部分で測定される前記クラウンの厚さに対する前記最大厚さ
の比率は、約１．１５乃至３．００である、請求項２に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項５】
　前記チャンファに隣接する部分で測定される前記クラウンの厚さに対する前記最大厚さ
の比率は、約１．１５乃至４．００である、請求項３に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項６】
　前記打撃フェースは、ロフト面を画定し、前記ヒンジ点は、前記ロフト面に垂直な方向
に少なくとも約０．１６インチだけ前記ロフト面から離間されている、請求項１から５の
いずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項７】
　前記チャンファは、前記チャンファの前記内面に接する平面を画定し、前記チャンファ
面と前記ロフト面との間の角度は、約４５°である、請求項１から６のいずれか一項に記
載のゴルフクラブヘッド。
【請求項８】
　前記チャンファは、ゴルフボールの１００乃至４００ｒｐｍのスピン低減を提供する、
請求項１から７のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項９】
　前記打撃フェースの表面粗さは、１１０Ｒａ乃至１９０Ｒａである、請求項１から８の
いずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１０】
　中空ボディヘッドであって、
　　打撃フェースを有するフロント部と、
　　ヒール部と、
　　前記ヒール部の反対側のトウ部と、
　　ソール部と、
　　リア部と、
　　クラウン部と、
　　前記フロント部と前記クラウン部との間に延び、内面と外面とを有し、前記クラウン
部のヒンジ点を画定するチャンファと、を備える前記中空ボディヘッドと、
　前記中空ボディヘッドに連結されているシャフトと、を備えるゴルフクラブ。
【請求項１１】
　前記ゴルフクラブは、ドライバであり、前記チャンファは、
　約０．７５インチ乃至約４．５０インチの幅と、
　約０．１５インチ乃至約０．２５インチの長さと、
　約０．０９５インチ乃至約０．１５０インチの最大厚さと、を有し、
　前記最大厚さは、前記チャンファの内面と外面との間で測定される、請求項１０に記載
のゴルフクラブ。
【請求項１２】
　前記ゴルフクラブは、フェアウェイウッドであり、前記チャンファは、
　約０．７５インチ乃至約３．５０インチの幅と、
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　約０．０５インチ乃至約０．２５インチの長さと、
　約０．０２５インチ乃至約０．０７０インチの最大厚さと、を有し、
　前記最大厚さは、前記チャンファの内面と外面との間で測定される、請求項１０に記載
のゴルフクラブ。
【請求項１３】
　前記チャンファに隣接する部分で測定される前記クラウンの厚さに対する前記最大厚さ
の比率は、約１．１５乃至３．００である、請求項１１に記載のゴルフクラブ。
【請求項１４】
　前記チャンファに隣接する部分で測定される前記クラウンの厚さに対する前記最大厚さ
の比率は、約１．１５乃至４．００である、請求項１２に記載のゴルフクラブ。
【請求項１５】
　前記打撃フェースは、ロフト面を画定し、前記ヒンジ点は、垂直方向に少なくとも約０
．１６インチだけ前記ロフト面から離間されている、請求項１０から１４のいずれか一項
に記載のゴルフクラブ。
【請求項１６】
　前記チャンファは、前記チャンファの前記内面に接する平面を画定し、前記チャンファ
面と前記ロフト面との間の角度は、約４５°である、請求項１０から１５のいずれか一項
に記載のゴルフクラブ。
【請求項１７】
　前記チャンファがないクラブヘッドに比べて、インパクト時のゴルフボールのスピンが
２００乃至４００ｒｐｍ低減される、請求項１０から１６のいずれか一項に記載のゴルフ
クラブ。
【請求項１８】
　前記打撃フェースの表面粗さは、１１０Ｒａ乃至１９０Ｒａである、請求項１０から１
７のいずれか一項に記載のゴルフクラブ。
【請求項１９】
　ゴルフクラブヘッドを製造する方法であって、
　ボディを準備する工程であって、前記ボディは、
　　打撃フェースを有するフロント部と、
　　ヒール部と、
　　前記ヒール部の反対側のトウ部と、
　　ソール部と、
　　リア部と、
　　クラウン部と、
　前記フロント部と前記クラウン部との間に延び、内面及び外面を有するチャンファと、
を備え、前記チャンファは、前記クラウン部のヒンジ点を画定する方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
　本開示の様々な特徴及び利点は、特許請求の範囲に記載される。
　以下の項目は、国際出願時の特許請求の範囲に記載の要素である。
（項目１）
　中空ボディを備え、
　前記中空ボディは、
　　打撃フェースを有するフロント部と、
　　ヒール部と、
　　前記ヒール部の反対側のトウ部と、
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　　ソール部と、
　　リア部と、
　　クラウン部と、
　　前記フロント部と前記クラウン部との間に延び、内面及び外面を有するチャンファと
、を備え、前記チャンファは、前記クラウン部のヒンジ点を画定する、ゴルフクラブヘッ
ド。
（項目２）
　前記ゴルフクラブヘッドは、ドライバであり、前記チャンファは、
　約０．７５インチ乃至約４．５０インチの幅と、
　約０．１５インチ乃至約０．２５インチの長さと、
　約０．０９５インチ乃至約０．１５０インチの最大厚さと、を有し、
　前記最大厚さは、前記チャンファの内面と外面との間で測定される、項目１に記載のゴ
ルフクラブヘッド。
（項目３）
　前記ゴルフクラブヘッドは、フェアウェイウッドであり、前記チャンファは、
　約０．７５インチ乃至約３．５０インチの幅と、
　約０．０５インチ乃至約０．２５インチの長さと、
　約０．０２５インチ乃至約０．０７０インチの最大厚さと、を有し、前記最大厚さは、
前記チャンファの内面と外面との間で測定される、項目１に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目４）
　前記チャンファに隣接する部分で測定される前記クラウンの厚さに対する前記最大厚さ
の比率は、約１．１５乃至３．００である、項目２に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目５）
　前記チャンファに隣接する部分で測定される前記クラウンの厚さに対する前記最大厚さ
の比率は、約１．１５乃至４．００である、項目３に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目６）
　前記打撃フェースは、ロフト面を画定し、前記ヒンジ点は、前記ロフト面に垂直な方向
に少なくとも約０．１６インチだけ前記ロフト面から離間されている、項目１に記載のゴ
ルフクラブヘッド。
（項目７）
　前記チャンファは、前記チャンファの前記内面に接する平面を画定し、前記チャンファ
面と前記ロフト面との間の角度は、約４５°である、項目１に記載のゴルフクラブヘッド
。
（項目８）
　前記チャンファは、ゴルフボールの１００乃至４００ｒｐｍのスピン低減を提供する、
項目１に記載のゴルフクラブヘッド。
（項目９）
　前記打撃フェースの表面粗さは、１１０Ｒａ乃至１９０Ｒａである、項目１に記載のゴ
ルフクラブヘッド。
（項目１０）
　中空ボディヘッドであって、
　　打撃フェースを有するフロント部と、
　　ヒール部と、
　　前記ヒール部の反対側のトウ部と、
　　ソール部と、
　　リア部と、
　　クラウン部と、
　　前記フロント部と前記クラウン部との間に延び、内面と外面とを有し、前記クラウン
部のヒンジ点を画定するチャンファと、を備える前記中空ボディヘッドと、
　前記中空ボディヘッドに連結されているシャフトと、を備えるゴルフクラブ。
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（項目１１）
　前記ゴルフクラブは、ドライバであり、前記チャンファは、
　約０．７５インチ乃至約４．５０インチの幅と、
　約０．１５インチ乃至約０．２５インチの長さと、
　約０．０９５インチ乃至約０．１５０インチの最大厚さと、を有し、
　前記最大厚さは、前記チャンファの内面と外面との間で測定される、項目１０に記載の
ゴルフクラブ。
（項目１２）
　前記ゴルフクラブは、フェアウェイウッドであり、前記チャンファは、
　約０．７５インチ乃至約３．５０インチの幅と、
　約０．０５インチ乃至約０．２５インチの長さと、
　約０．０２５インチ乃至約０．０７０インチの最大厚さと、を有し、
　前記最大厚さは、前記チャンファの内面と外面との間で測定される、項目１０に記載の
ゴルフクラブ。
（項目１３）
　前記チャンファに隣接する部分で測定される前記クラウンの厚さに対する前記最大厚さ
の比率は、約１．１５乃至３．００である、項目１１に記載のゴルフクラブ。
（項目１４）
　前記チャンファに隣接する部分で測定される前記クラウンの厚さに対する前記最大厚さ
の比率は、約１．１５乃至４．００である、項目１２に記載のゴルフクラブ。
（項目１５）
　前記打撃フェースは、ロフト面を画定し、前記ヒンジ点は、垂直方向に少なくとも約０
．１６インチだけ前記ロフト面から離間されている、項目１０に記載のゴルフクラブ。
（項目１６）
　前記チャンファは、前記チャンファの前記内面に接する平面を画定し、前記チャンファ
面と前記ロフト面との間の角度は、約４５°である、項目１０に記載のゴルフクラブ。
（項目１７）
　前記チャンファがないクラブヘッドに比べて、インパクト時のゴルフボールのスピンが
２００乃至４００ｒｐｍ低減される、項目１０に記載のゴルフクラブ。
（項目１８）
　前記打撃フェースの表面粗さは、１１０Ｒａ乃至１９０Ｒａである、項目１０に記載の
ゴルフクラブ。
（項目１９）
　ゴルフクラブヘッドを製造する方法であって、
　ボディを準備する工程であって、前記ボディは、
　　打撃フェースを有するフロント部と、
　　ヒール部と、
　　前記ヒール部の反対側のトウ部と、
　　ソール部と、
　　リア部と、
　　クラウン部と、
　前記フロント部と前記クラウン部との間に延び、内面及び外面を有するチャンファと、
を備え、前記チャンファは、前記クラウン部のヒンジ点を画定する方法。
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【国際調査報告】
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